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地域展｢平鹿 水とくらし ｣の概要と来館者の反応

益子清孝

はじめに

当節ではI!｛仰1156年鹿以降，淵代研究柄助の一つに｢米

館肖の展示に対するI又応調侮」をゾﾐ施してきた。水縦

告は，調査研委員会が掲げたilftflISS年哩の「来m^

の展示に対する反ﾙ調侭」の!から，地域展「､ド鹿一

水とくらし－」（昭f1158年1月4Ⅱ～6Jl26111胤腔）

の洲侮結果について紺fI-.するものである。

凋代対象は,̂ 1058̂ -5月1611から6H26日までの

来館苫をfit意に進んだ707人（本館来館門･の7.9%%

ある。調査k､I象/､貝は炎lのとおりである。凋介ﾉﾉ法

は，アンケート方式及び|川き取0洲慌によった。調介

項|’.|此'き取り調査カードはイi褐のとおりである。

なお，調侮ﾉﾉ法・凋代項|｜などにつL､ては，調侮研

究委員会・展示企|別m.､11・平鹿fl〃だ統抑11,1↑の介縦に

よって‘没‘だした。また，・ド鹿研先の経過については，

『欲¥¥m立博物航研I.'杵第8り･』に述べたとお0で

ある。

調査カード

アンケートにご協力ください

このアンケートは地域展「平鹿～水とくらし～」に対
しての皆顛のご意見をいただき、よりよい展示をするた

めに役だてたいと思いますのでご協力ください。

居住地（県内町。県外）

性別（男。女）年齢（才）

○この展示でもっとも興味。関心をもったコーナーは
どこでしたか。つぎの／～6から選び番号に○印を
してください。

／、平鹿の水（竜骨車などの揚水姪などのコーナー〉
・Z，,恵みの泉一清水（清水信仰。酒。染色。紙すき）
3，川のおいたち（河床のうつりかわりと泥炭）
￥、雄物の流れ（雄物川の舟運と文物の往来）
方、平鹿の祈り（平鹿の神像や仏像）
ろ、平鹿あちらこちら（民俗行事°民具。道しるべ）’

○髭蕊淫竪縛蓋僅祭8鵠嬰崖｜
誰汗暑"曜示…壷いに記入して｜
／、めずらしいものをみることができた。

)

z、なつかしく身近に感じた。（
3，昔の人びとの知’志に感心した仁，（
￥、水を効果的に利用している。（
j，水にまつわるくらしの痩化を知ることができた。

ろ、水を利用する道具。ならわしが自分の住む地域
のものとちがうことを知った。（

7，水によせた心～信仰心～を知ることができた。

『、清水がいかに重要であったかわかった。

9，疑問に思っていたことがわかった。
）’

ﾉﾕそのほか（）’

I地域展｢平鹿一水とくらし－｣の展示概要

1．展示のねらい

展′爪シナリオ案（輔二次案,mmi年611311捉,｣<，

艦j"案）に映示のねらいが示されている。そのシナリ

オ案は次のとお0である。

地域展「Wビー水とくらし－」シナリオ案（Ⅱ）
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児欣．′|員徒 合,;'。 州考･船Ⅱ｡
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｜の条件を肺えた環境であっただろうか｡必
，ずしも恵まれた自然環境とはいえなかった

｜のではないだろうか。

人は｢水｣なくしては生きてはいけない。

ruﾘlの理である。平鹿の人びともまたﾉ|冒命

の源である「水」を求めて奔走したのでは

ないだろうか。平鹿の水は潤っていたのだ

ろうか。水にまつわるﾉ|:.活はどのようなも

のであっただろうか。

′殺倉地帯・平鹿の人びとはI'l然の徴みに

順応もした。だが，生活の群台となった干

鹿の、然の常みは，人びとのくらしを規制

し,a約もしてきた。しかuより豊かなく

らしを求め，巧み､に'21然に|動きかけてはBT

能性を求めて創造的に行動した。英知を結

集しては，いろいろなく道具〉（社会的環

境）を創造し，自然の克服に努めた。そし

て，｜'|然は決して人|州活動を規制するだけ

ではなく，可能性の場であることも知った。

〈環境可能論の立場〉

水管理は近代化した。水にまつわる地位

｜層はどうなったのだろう。残象(旧象)も
’みられる。そして，新象（初象）もある。

生活層は変質し，消滅もするが，水は現実

のものである。〈地位層概念の導入〉

そうだ，連綿として平鹿の大地は存在し，

人びとは生渦している。変らないものは("I

だろうか。変ることのない普遮的な平鹿が

存ｲ|;するのではないだろうか。

〈普湿的平鹿の追求〉

水にまつわる平鹿の人びとの姿を近|||:か

ら:近代に視点をすえ，鵬示という方法を通

じて地域的広がりのなかに倣耐し，平鹿の

地域M三を普及しようと号える。展示をとお

してゑた平鹿は，はたしてどう私たちに語

りかけるで､あろうか。

〈平鹿の地域性〉

大要◇平鹿の人びとが織りなす水にまつわる!渦

象は語るか。

展示の平鹿の大地では述綿として多くの人びと

ポイントの営ふがある。平鹿の人びとにとって，そ

A〔本理念

～意義と

ねらL､～

存戸

－00－

のくらしの雛台n然環境）は,[峠には脅

威となり，くらし向きをも規制した。しか

し，その忠患にも浴したところも大きい。

〈生活の群台としてのi然〉

」輔Ⅱ|町・平鹿町・十文字BT．雌

物川町・大雄村，

平鹿の人びとは，きびしいl可然に|Ⅲ応し

つつも，ひたむきなまでに挑んできた。こ

とに，生命の源・「水」にまつろう'|括層

に平鹿の人びとのfill造的な道具(ﾈt会環境）

とその|淵発史をかいまゑることができる。

それは敬ﾉ隻なものであったのではな､､だろ

うか。

〈水の利用とその顕象・残象〉

水の忠みにも浴した。しかし,i難の道

継でもあった。今は近代的な水管理の時代

となった。新い､II，¥代の波（ﾉ'三活様式）と

ともに地位層は輪廻する。けれど，、Y-鹿な

るか故にaｷ遍なるものがあるのではないか。

〈平鹿の心〉

地域##象は複雑多様である。地域1F象を

とらえるときに，環境（決定）論におちい

ってはならない。側J能論的視点にたって，

総合的にとらえることが肝要である‘う。

〈地!誰・綜合化の視点〉

地域の性格は，時の経過によって変化す

'る。時代''1勺には捉される地域は，新llI多様

な時代層が屯合して性格づけられる。ハfj-住・

ノk産活動・文化的遺産ほか（人文的な地域

｜慨成要素）を含む新旧の堆祇層を吟味して

‘攻ると，その層は上下に重なり，それがあ

たかもデルタの海'I'における累次堆卜11層に

3-入られる現象と顛似している。'I-祇麻の傾

きと，新I仲の初象や顕象とIll岬の残象とは

各地域の地域性と，その変化を認知する尺

度とすることができよう。多くの適宜な指

棟による｣山城性究|ﾘlのプロセスを複合唯成

し，地域的な広がりの中に倣術し，綜合化

することによって地!法の展Iillができよう。

〈地位解概念による綜合化〉



地域峡「､ド鹿一水とくらし－｣の慨典と来航門･の以叱

’地域の人びののくらuことに「水」を

，展,Jﾐという『法によって炎jilすることは難

い､。しかし，難解な,il肺ぬいたものは

腿示しないで，水の川途・イIJ川の観‘'.'､(にも

とづいて筏料を系統だてたり,Kmj戊した

上でみてわかる《わかりやすい》股,｣ﾐとす

る。ことに，「水」を炎現する岐示は，こ

れまでにないテーマであり，技術を要-tる。

'I-学ﾉkにもわかりやすくi'l'解できる股,｣：で

あることが||卜要て電あろう。カラフルなイメ

ージ炎現と立体的ハネリングもu炎現技

術をr.犬する。袖助雁段として視聴覚機Wト

をHU、る。

〈股示ﾉﾉ法とその鼎憶点〉

展示慨嘆（典ﾉ､I,(の入，内容又門1ii;<

平鹿の(]然A、くらしの碓台

・導入

、F鹿のtM,位慨・方位，，ド鹿の四季

・''1然環境

地形と水,flljlllとその{'|州～雄物川

・侍棚川・成噸Ill,氾濫原．ル商状地

伽ﾙ&，

.泥炭～根「･～とそのfl川1.

分ｲ|j・最観・lIi･#序・糸lU戊，川途，泥

炭地の腿業，

.、ド此の水収虻～輿乾燥ﾉﾘ」

清水とB、めぐゑの水・満水(Li-')

その利用・i,'f水の'1然

サイfj,ili水の賊脱,iff水と地形，水

質.il'i水の職造，柳水||；のﾒ'2物

・iIli水の利Ill

生Sfffl水とwm

農業川水・水ｲIJ町『（'｣､勝川Ill)

「蔦推川水～雌j幽推・染色雄(IF.i雌染）

紙渡き

・ilIi水とその信仰

水Ijimとい,iff水系

雄物IllC.Ulなる川・雄物

．『''1港

/>I'll，峨観,mm施,没～浜'激．

・川船

mm,,渦辿典，’ﾉIifh船飢と船子，

川船で遮はれた又物～木綿機業・商

ノJ也主．|ﾉ1陸水路などとの側迎及び

イi辿辿物(移入維路)，消えた川船

，雌物川の氾濫原の利川とIsﾄｲi地，

．雌物川の漁勝

ヤナ，ウケ，

、川と僑仰

船‘,↓え,mm

新い､剛id.mえレルくものと新しいもの

。’:地fII川のI.'.'j度化

・水杵51の近代化

･斯い､エネルギーmm

・新い、コミュニティ

､lfMEの心E.平鹿の心～その普遍的なもの

，・ものづくilとM俗行1i肩

・文化11イ

上I旭のシナリオ案をもとに，平鹿研ピ（共H川'先）

のI戊果をふまえて典休的股示について検討がくｵつえら

.)iた。鋪二次シナ'ノオ案の段階ではI'タイトルとして

A.くらしの郷台（､|と雌の|'|然）

B，めぐみ､の水・m水（iIli水とその利用）

C・けなる川・雄物（雌物川）

d.mえゆくものと新しいもの（新い、､'た鹿）

E.、'た鹿の心～その普皿的なもの（､F鹿の心）

となっていたが.fillIﾉ̂ j､|談の結果，輔三次シナリオ案

図1、}え鹿展平Itli図(第3展示室）

|猟呼鳶職…’
－57－
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恵匙の泉一清水一（")水性動物とil'f水信仰） 恵み､の泉一清水一（清水の利用）
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’
■画勿上机

5毎画L･に男 F］■の＆【列

一
一
》
》
一

↓.』
'一

貝旦曲

雄物の流れ（雄物川の舟運）Illのおいたち（加1床の変遷と泥炭）

写真地域展｢平鹿一水とくらし－」展示状況(I!

－58－



地域股「､F鹿一水とくらし一｣の概要と来航苫の反応
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雄物の流れ（i1通と信仰 ､|え鹿の祈り（神像と仏像）

1
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1 平鹿あちらこちら（スケ笠、ミノ・ケラ，鹿嶋様）
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鼻ド
■

一
一

顎

､ド鹿あちらこちら（蝿々の道しるべ）

､|え鹿あちらこちら（根f，ボッブ）

写真地域展｢平鹿一水とくらし一」展示状況(Ⅱ）
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が提示され（昭和57年9月16日），次のように修lEさ

れた。

A.平鹿の水
0イ

B.恵みのﾙ4－清水一

c.川のおいたち

D.雄物の流れ

E.平鹿の祈り

F.平鹿あちらこちら

2．おもな展示資料

第三次シナリオ案の中タイトルにより，展示街料が

再榊戊された。中タイ｜､ル別の展示資料は次のとおI）

である。なお，展示欄戊は図l及び写真lに示してあ

る。

○タイトル

地域展「』F鹿一水とくらし－」

○テーマ

A平鹿の水

壁Ifll資料

・平鹿の里と鳥海遠望(写○木彫r農夫」

真）

・平鹿の四季（写真）○龍骨車・路屯

○水一今とむかし

①平鹿の主要幹線水路

②十五野新堰絵図ii穂○小勝Ill川貯水文!'；(i1戸

3年）（が）川～Iﾘ1袷mi

○｜･五野新堰覚書（|ﾘMil

4年）（'㈹

○拾五野側御人足過ih覚

Ill徳3年)m

○雨とい

①亦滝神社(東成瀬村．

′ゲ真）○亦滝神社神符版木

②亦滝姫之像（軸装）

③亦滝神社雨乞い祈願脳○J'掩姫之像版木

，lキ（写真)om乞い祈俳札Ilflflu年）

④雨乞い祈願(イラスト）

○水とその信仰

①昭和38年以前の水源別

椛概而f.'r円グラフ）

－皆瀬川水系・成噸

川水系

②水Hi

・琵世沼・十二股

一水I''1（軸装）

職一水波大神

神邪（'写真）

・平鹿町滞所の満水祭

一五殺菩I族('厚真）

B恵みの泉一iff水一

○清水と|高仰

⑳声艇蝿満…､’

②中吉|l|の清水

'KVIH村郷絵m(x

政5年）

．白'隣iftcケ真）

・観尚'il与水・侭崎満水

:Cゲ真）

③沖|Ⅱ．消水神社('玩真）

④浅郷・八幡神社のiff水

八mm社全於(佐野

iiirrif

(3清水の分布図

○iff水のｲ|川1

①酒造業

・琵世沼絵W:蕊虫Ili

人へIf

･柵MIll凹造（'ケ真）

iiW辿荷仮一蹴Ill-#

鰻・従些・ハ，fi砂，

－60－

○神棚

○＃ij"鏡

○弁天様

○'燭台

○徳利

○水Ill'l'"],

○トミヨ・イバラトミヨ，

○トケウオ（トミヨ）の分

イji区I,トケウオのIp.－平

鹿一（イラスト）

○白藤il'f水蹴II券状一秋I櫛八

紫一（昭和5年）

○奉納舵塔（'ﾘ1治24年）

○奉納龍絵馬

○観音iili水‘牡棟札(文久3

｛'三）

○清水i'社棟札(嘉,}<3年

mr

○久利迦羅ｲく動之制(宝l緋

5年）

○天のrr－酒f鮒勘堕石板・

I'榊鍔門貯j徴用器・5フ|･徳

利

○棚及卯一洲辿禰板.IIA雌

潤貯戯川器・他ｲII

○航のﾉ|：‐杉玉・かぶと。

｛門ﾙ｝・米樽

○花の街・東川-11ﾉﾅ雌酒Ⅱ'f

’版朋僻，

○塊|脚一洲造漏りえ



②職染

・浅舞絃0(写真）

.’[隙染（写真）

③紙漉き

・製作lif'.i字真）

c.川|のおいたち

○撒千紘地1判部の泥炭地な

どの分布図

'⑩泥炭の形成以前

②泥炭の形成Ifii前

③泥炭の形成中

'動現ｲ1号

D・雌物の術fl

○ji1港と川船

・船頭名一瞳

・川港（写t'r

。，)〈久丸掛1'hi

・船リ’（写典）

・角|川川船場絵図

・船ﾉ|の図(三株niiri秘ノ

○雄物川のi'l1港と物筏の動

き－『"I港・浜戯の分ｲ11及

び物涜（主に米）の動き

・雄物川町恥Ill家の物筏
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○泥炭地のボーリングコア

○成瀬川の牒
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られる牒

○雄物川にだけ承られる僻
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p.、'た鹿あちらこちら

○平鹿の迫Lるべ

・平鹿概要図
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○スケ素|:イ・'|'ｻ輪・笠縫L

(製作lift-

Ⅱ「平鹿展一水とくらし」

に対する来館者の反応

1．展示タイトル別関心度

洲介対-象7()7ﾉ、のうち蚊も|慨l心|史の尚い峻示項||は

ミ､|え鹿の水曹で26.6％であった。次いでき､ド鹿あちら

こちら､（25.9％），§忠患のﾙI-B水一薯23.8%

§､ド鹿の祈り､21.2%),§唯物の流jU(IS.7%).

叩||のおいたちミ（18.7％）の順となっている（襖数

¥"¥牌があ0,それによって百分率を隙:出している)。

地域別興味,[Ml心度はW2に示したとお0である。

」ド鹿地域以外のりTl|ﾉifeffj渚の場合，､'ド鹿あちらこ

ちら薯（25.3％），§忠ゑの~m水一層24.7%

ﾐ平鹿の水ミミ川のおL，たち§（ともに23.9％)，ミ雄

物の流れミ19.7%),、平鹿の祈り昔18.3%の

llmとなっている。順位の'11連はあるものの，その比率

の差は小さい。リ9外からの来館間･の場合は，§恵みの

泉一iff水一§'28.6%),､平鹿あちらこちら§26.8

％），､平鹿の水§（23.9％）に対しての膜I心がmi

相対IIりにミ雄物の流h,(9.9%に対Lてのi'l心が

低位であった。以内の'1，．中・尚佼ﾉ'1の場合．§111の

おいたちミミ』'た此あちらこちらミ（ともに27.()％）及

び愚､|え鹿の水鳶（23.7％）のIiとなっており,-'111の

おl,たち§に対しての股|心がｲ11吋的に尚い･喋外の小

・’'1.,1.；j校生の場合もIl1様であったが，§雌物の流れ息

に対してのi兇l心は，県|ﾉ1の'1,.111.l'i'j枝ﾉkに比して慨

めて低位であった。照|ﾉ1の一般来航背の場合，ミ忠段

の＃i-ii水一苫に対しての|兇l心か極めてif;,く,43.0%

のm%〈を示した。県外の一般来M橋は，§忠玖のﾙ4－

清水一ミ(31.1%),､､|え鹿の水、'28.9%.,堂､|え

鹿あちらこちら篭（26.7粥）に対しての|兇l心が強かっ

た。

平鹿地域にw-化している来館苫の場合，雌物fiimrの

N小学校（5年ﾉIfの例をゑるとミ平鹿あちらこちら§

''31.7%),､雌物の流れ、(26.7%)のlkl心が強く，

大雄村のA小学校（5年/|:.)では，ミ雄物の流れ､（54

3脇），ミ''2鹿の水罵（22.9％），ミ､|え鹿の祈り辱

(20.0%)に対しての|槌l心を強く示している。雄物川

Ill]は雄物川の〃l運や地元の伝統↑iiドIfliift行小:など）

などの展示満料もあり，大雄村は雄物川との間述が濃

'!/:な地域でもあり，多くの間,L,を示したものと号えら

れる。平恥Ill]-のY中学縦1-2年生)の場合，ミ平鹿

の水苫（51.2％）ミ1え鹿あちらこちらミ（35.4％）ミ平

鹿の祈I)、（30.5％）ミ恵みのﾙ4－清水一薯（25.6％）

に対しての|慨l心が強い。、F鹿miは琵琶淵F-二泉をはじ

め，多くのiff水の恵没に浴した地域でもある。また，

当弦校の学|ﾒ:|ﾉ1にも多くの満水が分布し，その依仔度

も他めて,;;,<.郷土の水利川に欠くことのできないも

のであった。さらに，§平鹿あちらこちらミのコーナ

ーには平鹿リンゴ・淵人0雌犬，根r･(泥炭)など身

近な地｣攻のlj噌示資料もあり，必然IIりにl"i心度がff.'jかつ

たものと勝えられる。また，ミ､'4鹿の祈0,(30.5%;

に対しての関心も強かった二とは注IIさオ'る。一ﾉﾉ，

棚F市のM'¥'学校(1年ﾉfe)の場合，§平鹿の水ミ

（44.7％）§‘頓入のM－清水一ミ39.5%にX､Iして

のlk1心度が極めて向かった。'I'学生の場介，地i'i'll'ﾉ視

Ⅱ}:も広まり，さらに，思考的Il'-i峡も"1能となってきて

おり，イ<の'R要性，ことにhli水の屯要性を身近な地域

と比I陵して､ド鹿の水にまつわるくらしについて，峻示

の姫らいにダイレクトに反応したものと考えられる。

また,M'-¥｣'､f曾佼の場合，ミ平ﾘ［の祈0、(29.0%)に

対しての間心度も^l､。それは,¥鹿lⅡIのY中学校と

li.l様である。§平鹿の祈り電には横手ll｣旭岡mw社の

fill像2服ノ，十二IiMI;(5！脳）が展示され，初の公

|}卜|であったこともあるが，中学′|:､の段階でかな'）淀術

'た''1りにもIll､考的に剛展する婆勢が確立されている結

鵬とも考えられる。

’'2鹿の一般来館者の場合，､忠‘夕z大のﾙ4－清水一ミ（36

．9％），ミ川のお［､たち、29.0%)-1Z鹿の祈Ii)J

（26.3％）への関心度が商い。1-J齢者65才以上）の

場合もIi.]様である。特に§川のおL､たち、に対して多

くの関心を示している。ことに尚齢者は50.0％の強い

m心唆を示している。平鹿の水，ことにif『水の喰要性

を休職的にも，その役割を栂知してL,るであろうu

その清水のメカニズムを科学的に考察し，観展した結

果であろう。そｵ'は，日常，疑|川をいだL,てし､た二と

でもあI)，今I'llの展示がその疑問を解決してくれた機
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A：￥兜の水

B：忠みの＃1－柵水

C：川のおL･たち

地域峡「'|椛一水とくらし－｣の概要と来館尚の反応

D：剛物げ》1.kfI

E：’+'･龍の折'）

F：、ド寵あ呉,心二省〕』』

／

図2峡ボタイトルガm心陛
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州物111の流路の変進について場察した舟i'l県であろう。

それだけに、地元の人びとにとって，疑問点．閏心を

もっていた‘'1柄について解決を与えた峡示であった。

§唯物の流flミでは,u内の来航音及び地元'j､学'|見が

伽い'農|心を示した。''il物Il1のﾙl連は4M見ら.;<ない。

それだItに、杖illﾘI.のi"I)ll交Mの火動脈であった雌物

Illに対しての閥心があったと号えらj'る。その二とは

地元,j､学:′|:』ことっても1'1様であろう。

､､F鹿のhi"ミでは，地ﾉじの<p学ﾉ|圭以12から尚齢脅に

いたるまで強い関心が示された。

ミ1え鹿あちらこちらミで(よ，リI外来雌肖．、地ﾉに'I''羊ﾉk

IV:1ﾉ1のりぴI-ft*の|矧心か強い。しかし，、ド鹿地域の

・般来館尚の場合,limi'iりに低位であった。この二と

は年代，地｣或iこよって'兇l心度にｲ:||違があったことを,jミ

している。リ｢I内のりJiif・ノl:ﾙﾋは鳥川のおいたち苫に,1

|ﾉ1一般はﾐﾐ恵盈の1I-iff水一§，地元'1,学'|ﾐはき雄物

の流れ：、地ﾉﾋ>¥'学化はミWEのｨくミミ恵盈のlii-iff

水一ミミ､}え鹿の祈<こき平雌あちらこちら鳶，地ﾉじ－．

般，I帥齢門はミ,'if五のﾙ1－消水一ミミ川のおいたちミ

ミ､|え鹿の祈ｲ)署に|槌|心度が伽制している。一ﾉﾉ、リ｢(外

の来航苫の児噛，′|:1tは§)||のおいたち署§､{た鹿あち

らこちら鳶，一般はミ､ド鹿の水ミミ忠盈のﾙi-i,'f水一幕

への|拠|心l史がif§かつた。

会であったことが来航荷をLて商い側‘L,度を示Lたも

のと好えらhる。

次に，展示タイトル別にその|兇|心度を帖化係数（災

2）によi;憾州してゑた。

、､|え|腿の水､では，地元*学′|記の|H1心皮が特にl'..')か

つた。さらに，県外米醐‘渚一般l脅の関心が強かった。

ミ恵みの泉一ifi水一驚では，リifﾉ1一般，柵FiIjMiK':

校，、W蝿地域-一般,w外一般の|腿l心峻がMい。概して

､F鹿の水資脈の中でiff水の役i;Iがいかに1甥であった

か，その腰示のねらL,が米fili荷に役透したものと吟え

られる。現〈'且，、ド鹿のiff水は蝿没したものも少なくな

L､。また，近代''1りな水ﾔ'miによって，清水はliil欠的な

ものも多くなり，そのtt災'11.も低~卜Lている。それだ

けに，平鹿の人びと（一般）は体験的にもif『水の忠盈

に浴したであろうuそのre嬰性をI淵知しているがiiV

に尚L､催l心度を示Lたものと吟えられる。地元の小学

‘|:の側心度の低いのは，体験的にも,必然的と砦えられ

る。しかし．,F鹿地域以外の来館筒の|提l心が清水によ

せらﾉnていることからすれば．1え|雌にとって，いかに

.i'f水がfi要であったかがI認識されたものと号えられる。

ミ川のおいたち§では，県|ﾉ1．リil外の児#l-'ki*.、'た鹿

地域の一般にi.'.'jい関,L,睦を示した。リ｡厳・ノ|景徒か思吟

的に|'|然の街Jz人を考察し，地ﾉ心の一般米i栂は,iff水

との|拠|係及びII常疑問に蒲えていた皆噸Ill-成禰Ill

表2展示タイトル別|乳l心度～4:f化係数～

’

恵垂のﾙi-iff水一

1物の流ﾉii_...ni/n

※特化係数Ni/N,|え鹿あちらこちら

A:、I-鹿の水

c:IIIのおl、たち

E:、ド鹿の祈り

〆
『

Ｂ
Ｄ
Ｆ

iタイトルに|則心を示した人員

,:'.':),',i'<､l蝶総ﾉ､ii

各地域のiタイトルに側心を示した人興

什j也域の渦f畝､I禁/､ii

Ｎ
Ｎ
１
，
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地｣或展「1えME-水とくらし－｣の概要と来航尚のI又1,t

2．「水」にまつわる展示に対する反応

平鹿の/、びとと「水」とのかかわりについて，展示

涜料をもとに，その反I鷹について考察してみる。

きめずらしさミを指附した来館苫が娘も多く45.1%

となって1，る。次いで．患先人のiⅡ忠層（25,5％），

*m水の屯愛性慧(15.4%),暑水と信仰心鳶(13.6

％），篭水にまつわるくらしとその変化､（13.2％）

をなつかしさ・牙近さ､（13.()％）．ミ水の道典・群

tilの地域嬢§'12.3%),ミ効果的水ｲ|川1;(10.3

％），ミ疑|川点の解決悪（8.5％）の順となっている。

それらのM'C,を示した腔示資料名は炎3に示したとお

りである。

滴水の或要性・効果的水利ffl,そして，水利川に対

する先人の知,恵をあわせると，その世､'4激の51.2%と

なってL､る。さらに，水にまつわるﾉ|:､活Il,1の変容，水

の道II.や水にまつわる門悩の地域差など，忠吟的に考

'AL,剛展している来館苫も多い。二とに，湖川点を

解決Lた来館苫か少なくないことも桃lIさhる。ほと

んどの来館者に展示のねらいが11解されたと考えてよ

かろう。しかし，年代.a住地によって，それぞれI又

応のI史介も異なって［、るm3。

I'll-1ﾉ-Il,','ｲi者（WE地域Ji'ifl者を除く）では，ミめず

らしさミミ先人の知ﾉと〔ミを指摘している比率が高L､。

しかし,B外からの来館舌では，必然的にきめずらし

さ薯11.0%を指柚する比率もI断いが，ミ清水のR

喫性､を指摘した比率がｲ:||対的に高率であった。′｣、・

>[>-iH,校ﾉlﾐにとっては，この展示が近世から近代に視

此(をすえた関係上，他めて鳥めずらしさ§を指摘する

伽|A]がyn杵である。喋内MBき一般の場合,患先人のSiSu

(36.1%),､清水の'R典性ミ(25.6%),§水の信

仰ミ(22.1%)などが,断率であることから，、F鹿の人

びとが，、|え鹿の大地を可能性の場として，ilIj水の利用

にあたってはi造的に働きかけてきた婆をm解してい

ただいたものと考えられる。、ド鹿の水環境がいかにき

びLかつたか，それ紋に，いかに清水ガ噸要であった

か，またそれが敬喋な祈I)をもこめたものであったこ

表3｢水」とのかかｵ）りに対する間心とその峡,I演料

項11
衝料

めずらしさ

さつかしさ・身近さ

先人の知忠

水の効曜的利ill

水にまつわるくらしの変化

辿典・ならわしの地域鍍

水によせた心一信仰心一

,ff水のt'

疑|川点の解イル

そのほか

股，｣ミ街料s脂摘した資料の多しili

龍骨!'〔・蹄I'-IMF泥炭)-A流i'II社|慨I係r劇斗Illとい)-1燃染・仏像・神像・鹿|鴫|兼

握々のjnLあく．ノコギリ・川船道｣1.．浅雛絞りとその製作［ｲ'11・柳水性動物（トケウオ）

1'1占Ill絵似l･紙晩き･琵世沼絵Ⅸl・角|川｣||船場絵mポｰﾘﾝグコア．ﾐﾉ．ケラ.馬つな

ぎイi・ノ<の」'側係密料・舵神

龍骨m-mm･欄i世間係mmm鵬様-Filial社間係猫料･ミノ･ケラ・紙漉き・隙かめ・

渋群絞り・殺保I1IJ'焼失枠(XM。ilLW．ﾘ1々 の通Lるべ

ili'F・州f-紙漉き・川ルナカジIKF(泥炭）・水のfljlllのしかた．',!m雌m係mm清水

の利川

雌什Ili・蹄'IS．嚇染・紙眺き・洲造・砺水・)'波のiff'F

ili!'F・蹄";．ii'l水(,1仰・水の辿典．令休をfiして

雌什'|〔・蹄mm心様・ﾉIく神・卯々の進Lるべ

ﾉl<神・龍神・州掩rIjl社とSill、．仰像・仏像・久利刈羅ｨく勤靭・鹿嶋様・八iliii'祉絵lx1

おiff水様・イ〈nm勝小・I破のiff水・飲料ｲく

,"1111の変進-ifj水のﾘ川・hli水If了仰・紙晩き・根『

・仇!々 の道しるべに'倣いI'il-L,をもった．人形逆''>iMWrFに|仏l心をもった．lllのおいたち

-in川<の変進は人変参gになったif水のF要性とその保,進の必'異性を感じた．トケウオに

つしてI'F泌縦をした・限「･をI'F融激した.iliV雌辿典などII.f代の移り変りを感-fる°

・1W)/､は/のﾉ、たちとは途った階えﾉﾉをしたFをi11つた・崇iiillw代、iX戸時代の彫刻に感

L,した・ノ<森Ill]-がでなくて残念であった．,i兇Iﾘlがｲく'一分ではなかったか.、'た鹿の位ii'lをはっ

^o,爪してほI_かつた。
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地域峡「1えりビー水とくらし一｣の慨嘆と来航荷の!又応

となど，展示のねらいが浸透してL､たものと堵えられ

る。リ,↓外からの一般来館者の場介もM様であるか，

き水の道具，洲慨の地域差§（22.2％）§効果的水利

川ミミ水にまつわるくらしとその変化寺（ともに17.8

％）など、縦めて能動的，思考的に観鵬Lていたこと

が桃|｜される。

一ﾉﾉ，、ド鹿地域に1,1I住する地元の来館舟の場合，雄

物川町のN'1,学校・ノ<雄付のA'1，学校では，過1<数以

上のMFがきめずらしさ､をあげていた。その比率は

N'1,学校の場合は66.0％を,'iめていた。LかUN小

‘γ枝の場合にはミ先ﾉ、の知恵鳶15.0%),A'J､学校

の場合にはミなつかLさ・身近さ寺（25.7％），ミ先

/､の知忠鴬（2().0％），ミ水にまつわるくらLとその

変化､14．3%にも関心を示している。4i学′|§の場

合，、ド鹿町のY中学校・枇r巾のM'!'学校ともに§め

ずらしさミを指摘する比率はffjいものの，′｣､'羊'Ifと比

戦してゑると§先ﾉ、の知恵ミミii'f水の'R要'|'|ヨミミ水に

まつわるくらしとその変化薯に対しての股|心の度合が

l'jくなっている。地ﾉに一般の場合，§,1〈と佑仰心寺

31.6%,§満水の'R要性寺26.3%),ミ先人の

知忠、（23.7％），ミ効果的水#|川1,-(21.1%など

に強い|矧心を,旅している。二の傾向は，地元liil齢名に特

に顕杵である。ことに、､水にまつわるくらしとその

変化ミミ水と|高仰心､（ともに27.8％）及びミ術水の喰

表4水にまつわる峡,J則二k､:する反応度～特化係数～

要性鳶（23.3％）の比率が尚<，清水とその僑仰，そ

Lて，そのﾉ|ﾐ禍I櫛の変祥に他めて強い関心を示した。

また，島疑|洲点の解決§を指摘した比率が22.2％を占

めたことはiiillされる。地域展｢平鹿一水とくらし－」

のねらいが樋めてダイレクトに浸透したものと考えら

ｵ1る。

次に、上述の伽I"lを特化係数mmをもとに1紗M

して'',た･

きめずらLさ悪ば低年I'沖・県外からの来館苫に,:';,率で

あった。水峻の批定からしても当然な結果でもある。

§なつかしさ・身近さミは必然的に地元の杵1科に及ぶ

ことも又1"-]様である。ミ先人の知恵箸に閲しては，．'ﾉ・

鹿地域以外のり〃n'VM一般来館肯に相対的に多か

った。ミ効眼的水利Illミミイ<にまつわるくらしとその

変化鳶は,柵Lて児厳・ノlも徒よりは一般来館音に顕杵な

槻展伽|ｲﾘが黙られた。しかし，地元の児竜・ノ|と徒のIl1

にも，その伽Ii'lは而過てきない。§水の道具・洲仙の

地域染§に関心を示したのは，必然的に地ﾉに以外から

の来i'l梢である。ミイ<と信仰心、は年齢層がrtくなる

ほど|H1心の唆介はi'f.'jいが，リ-I.外からの来館舟にも紗<

の間心があった。ミiff水の'R喫性ミに閲しては.mﾉ1

外の一般及び地元の一般来航に反応座が高く,iff水の

施要性がlF,S識されたものと考えられる。ミ疑問点の

解決ミを桁摘した階|杵として．地元一般・Ii‘ij齢苫及び

※特化係散＝尚;器
Ni:i項||に悦.'./をおいた総人員

N:mft刈竣総人Li
niI各地城のi項IIに視i'lをおL、

たﾉ､i'l

i，：各地城の洲ftx-l象ﾉ、！！

i:^十らLさ2:なつかしさ・獣近さ3:先ﾉ､のIll忠

4：劫吸的水#1川15:水にまつオ》るくらしとその変化

6：水の迦典・州lIiの地域雄7:(,1仰心8'.hi水のmmi

9:m'l''.}.の跡ﾘﾙ
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怖「滴擢

ﾘ,11ﾉ1の児噛・生徒，県外一般来館肴に多い。11常疑|川

に考えていた無項について，いろいろなmで水展が解

決を与える機会であったことは否定できない。

雌内の児竜・生徒は水の道典や課illの地域差・先人

の知恵などに関心を示し，かつ疑問.l.'.'i.を解決する思考

的な槻展傾向もあった。県内一般来館街の場合，水に

|乳lしての展示筏料を身近にうけとめ，、'た鹿の人びと

がii』『水をいかに効果的に利川したか，また，、Iえ鹿の人

びとがIllいた水の道具や洲'it"のｲ11逆に伽し|腿|心を示し

ている。さらに，その‘II造的な先ﾉ、のｸillAli,そして水

によせた信仰心に強い関心を,J<した。

地元の児竜・ノ'三徒にとっては，ミめずらしい､郷上

の展示であった。そして，ミ先人の'(11忠ミに触れる機

会でもあった。中学生にとっては，身近な地域におけ

る水にまつわるﾉ'三活噌の変化やその'1;仰心にいたるま

で閏心をよせていた。地元一般人は,.v水の'1t要性・

その効果的利Ill及び信仰心をI'l認,iiL.水にまつわる

ﾉ|ﾐ活1弾の変化を肌でI認識したものと吟えられる。こと

にl'..'l肺苫にいたっては，そのMln|;f.Wl符であり，かつ

水に|則しての極々日常抱いていた疑liilを解決すること

ができた人がｲ11対的に多かった。こうした脱展傾Flは

[I!外からの来節者にも顕苦であり，水腔のねらいは．

ほぼ進成されたものと考える。しかし，反?'i点も少な

くはない。

3．平鹿地域居住者の展示に対する意見・感想

¥%E地域に1,1l化している来航間の'Fから,if.,ばに水

腿に対-する意見・感想を次の3,'Sについて述べていた

だいた。その概要は次のとお0である。

a、股示柵成について

．や休的によく盤理されていたFi/Finr,リj,53*)

・「水とくらし」の展Ul-I-i'i序がよい。ただ，このテ

ーー､'とあまり|腿l係のないもの，展示i'ii'iもあるようだ。

W.')],48才）

-fill-it'Rなど，もっとほかに("1かがあれば良いと思っ

たi"l.女,45才）

-¥鹿の水～'1:物の流(Iは人変よか"〉た。、Iえ鹿の祈り

、FMEあちらこちらはつげたL-ZAたいに,1､われ，まと

まりがなく，雑然としてL､て脹示のむづかしさを学

びました。

（'11,リJ.53.F)

-w像，仏像等，信仰の対象物をよく折閲されてご展

示L､ただいたことを感謝いたします。'Ii'l,リJ.53

才）

･妥当で見助かった。ifilll町，男,69-}-)

.よかった。M.1,64才）

・lil当職LiのIK々ならぬ御努力に心から敬怠と感謝を

Ijlし上げます。m,i,7ot)

．、|え鹿の'Ⅱ，鳥海を蝿むパネルとタイトルによって|｜

的がはっきり示され，テーマに従って朕示されﾉ〈変

よかった。Fl,ｿJ,62才）

･展示物が少なすぎた。タイトルからす~るイメージと

はかなり途ったし，拡人解釈Lすぎるきらいがあっ

た。イⅢし，短時liilのうちには，よく柴めたものであ

ることは,湖める。m.m7o-r>

b.腰示r法について

.わか0坊くてIi'l分がないとm,った°（平鹿ⅢF,,

53ｲ'.）

･イ',:い人々も見学するのでもっと祝明をくわしくする

と良いと思った。1"),女,45*)

．狭い腰示案を｜:夫していましたか，いわし)>るぐっと

くるものがなかった。R,リj,60r

･近代雌築にi'l-い水像や泥炭,-fp.木（もろくて）暗の

敬らかる物を，御ﾘ]|折をもって出陳されたことを敬

Ijfiしてお0ます-．Ii'l.男,53t

。「111のおいたち」を助く装i針にしたらもっと雌解が

深まるとIS､います。Jfiiiinir,リI,mt)

･素人ですのでｵ>かりませんか，よくこんなに17派で

上Fに|'肥ﾘするものだと!‘磯心しました。Fl,'JI,

7()才）

･即解を深めるために，たくさんの手法がとられてい

てよかった。1"1,リJ,62才）

c･全休I'FJにゑた感想．､葱見I'J,愁誰したことなど）

.m川|の愛遥によって伏流水の移0変り，〃;水の移り

変りの状況を峡,fi'u'iによってi'l認識した。平鹿膿の

現地における「|＃物飢数案」は非常にｲj意災であり

ました。（､FIE"II,11],69才〉

.、'た鹿のiVいもの，めずらい、ものの股,j〈コーナーも

もうけたらど'うだっただろうか。（珍IIIIコーナーと

か)。m.リi,48-F;

･会場御%をiiじて良く腔示さ,hていると胆､った。リI.
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地域展｢1え脱一水とくらし－｣のH要と米側.端のj又応

’櫛方Ifiiから博物館が遠いのであまり行く機会がない

のが残念である。（同，ｿ)，58才）

･'1'1もかもめずらしく，肝の人たちの生活を知ること

ができて遠L,〃ｲ'ﾐであった博物伽が身近に感じ，も

っともっと見学し学びたL，と思ってし､ます。（|『1，

,sir)

．小さい一つの現象より，それぞれのもつ「心」を掘

り下げ，掘りおこしの成果はすばらしいと恩し､まし

た。‘満先生方に深く敬意を炎します。なおできるこ

とであれば，こ,|（ら平鹿のもつ心をjILにして,渦先ﾉli

方の深いお考えで，このような､}え鹿が将来どうある

べきかのﾉI"lづけな')を("Iかのﾉﾉ法で腔示があれば

と思いました。（'11，ｿ)，54才）

･仏像は間係がなかった。宗派の広が0や伝わり方を

脱明するのであｵ'ば，ｿ'|の方法があったと思うI,

テーマに合わない感じ。立派な仏像に''1をIi'lけたか

るものだが,ill締もL､われもない仏像であｵlば印象

も､|《減する。え^社の雌史（平鹿の場合）をもっと深

めた上で街料が唯めらi!たらよかったとHi､います。

（同，ｿ)，60才）

･峡示会場が少し狭いとR'，つた。Ili],リ],60才）

･博物館からはるかに遠い地域のことを詳|||に詞ftな

さっておられることに|’を黙は0ました。(IB],'/J

53才）

･水が私の惟活にとって，いかにﾉ<ti二であるかがよく

Jij!解さj1，機手紘地が稲作｢h心になっているI'll.lllが

はっきりしました。（｣牌IHIiir,')],69才）

.|則係市町村だけでも移動股示会をやって蚊き，Ifの

状態を告んなに知ってもらL､たいと忠L，ます･地味

な11言だけにｲ瓦当にこのような状況を管Iﾉ,のだｵ,にで

も理解できるような広縦股示会が必要と嘘じました。

m,%>70--Y)

･’''分で惟｣1していたことが粥'ﾉﾐによって,:lli明さil

,"I床の移り変り）よかった。m,')],62才･）

･I1ﾘ'ｲ<の秘り変りは，本嵯のII皇巻である*)L,このIt

象をもっと大きく深くとりあげる二とか'''来なかっ

たかと感じられたom.m,70才）

.’|常の生添において「水」の亜嬰さをF*h栂I紬した。

（同，ソ)，72才）

※感想文

『1悦展を見学して』（平鹿町，男，53才）

「平鹿のことを秋|{|までも|l|かけて見学するというIi-に

少々変な感じがしないでもなかったが，小寒いなかを

喋介出発した。会場である展示場は分り姑<分顛され

係の人述の工夫,v『労の跡が見られた。私述の側につ

きっきりで，時々愚問を発する程､にも懇切I軍に!猟|ﾘI

してくださって人変ありがたかった。ド1分のfiﾐんでい

る｜地のIfに側Lて知らない術がこんなにあったのか

とR'､いaらされ，ノ<変参巻になり意表ある一日であっ

た。

特に､ド腿盆地が成瀬，＋帯瀬，雄物川により形成され

たi地であ0,そのi"]川のなりたちや肺l連の道共．農

礎川のmmh.その風土がもたらした庶F^iの信仰の多

彩さにあらためて郷|宮を兇,,!l冒した次第である。前々か

ら私は|'|加進の｜地が砂利あり,m君あり，ネッコ行

地あり.ii'f水わく所ありで，特に砂利は川が運んだも

のと思われる術で，片，雄物川がこの平雌の総地を,‘1

111奔放に荒れ流れていたではないかと想像していたIf

がjさ祇さI'たような気がしてﾉ〈変満足u納得した。

また，幼L,頃，家のiiillの七キコにもいった。ハリザ

ッコが氷iⅢ1期のﾉ'二き残りであり,iff流の'Fでなければ

仇まT,学術上からもi't'Rな存在であo,kmこしな

げ,Hば絶滅するかも知れないとtilり鵬いた。

HflFliの初liil.当II,fのセキコは胆､進f供の遊び場であ

り，その水は飲IⅡにもさﾉiiセキコは家々の流し場とし

ても仙用さ,hた。セキコに小仙をするとガモがIlllると

火ﾉ、連にし､われ，イ其気にしてし､た。その噸，セキコ端

と'','iむらにはナベッコの岬がとびかい，小さな青いビ

ッキがいかにも旅しそうに雌の上に止っていた。水I'll

にはその名のごとくめまぐるしく動きI"lるメグリコ，

氷上をスケーターのように流れ下っては唯びもどるウ

ーぐヅコ，小イiを除くとあ肋てたゴリが逃げだした。あ

れこれ雌めて造った筒状の家にはクダ虫がおり小カニ

もいた。スナメグリが水liSの砂だま0てひとかたまり

になって‘うずをまし,ていたL,ウラツブなどもたくさ

ん｛､た。水草のある場所を綱ですくいあけ:ると,｣､剛，

タブーゴ，名もinらぬ昆虫粒．枇エビ．ハリザッコもそ

の'Fにいた。ヒチビチはねI'llるハリザッコの刺の感触

がﾉも手のひらに雌っている。

むんむんする草，Ⅱ1mの七キコから網とバケツをも

って走り1"1った11:を,Iと'､い111しながら，あのハリザッコ
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がなあと､'た気でたべたのが可哀想な鉱かLた･

今の七キコはどうであろうか。典薬が始めて使用さ

れた時,ni一面に死んでいたドジョウの群をただただ

薬の効果のみにたまげていたものだが。以来，生括'だ

水や畜産|則係の汚水のたれ流しで水'Rのﾉ|iえるのも許

さなL､ほどの汚れようである。’'1然のサイクルの中で

人l州が勝派に生物の'|そ息状況を変え，｜'|らもその'1｡で

もだえ-tfしむ11がくるのではないかとｲ<安を感ずるの

は胆､だけか。油くさL，ドジョウの味にもなれて､F気で

いるようになったら恐ろしい1『だ。このような環境汚染

に対し行政も上水道だ下水迫だと対策に追われている

ようだが，こ二で一度原点をふり返ってﾘJるべきだ。

もともときれいであったのを人|川がiりLたのだから，

その人iﾊ1が知をつけて汚さぬようにしたら尚'Rなハリ

ザッコの快適に住める環境が造りだせるのではないか。

その方がずっと安上がりではないかと思うのだが｡」

Ili′111158年1月3011

おわりに

展示に対する来館者の1文↓t調汽は,門勤における

11常業務の恥愉化のうえでもきｵﾌめて'R要である。こ

れまで，本節においては，調街研究委員会が先導的に

調介方法'＊について検,;､'し実施してきた。その結果に

ついては,Mh研‘だ委員会が柴I+L,学妾職員に縦f』f

L,MUﾊ肋の資としてきた。しかし，その結果につい

ての検li､i.巻察は汁学芸職員にゆだねられているのが

現状である。昭和59年度からは，何らかの検I汁機関の

もとに,JlSlft結果のｲ1効な活川をIIざしている。した

かって、今後はり<体的な紬!誰の資料として反応調代が

実施さオ1ることになろう。

今I"lの「､ド叱一水とくらし－」に対しての米mi

の反応洲代の結隈からして，ほぼ展示のねらいが来航

者に浸透したものと吟えられる。しかUKti点も少

なくない。水鮒の地域研究とその展示は，本節がめざ

す「秋II学(郷止学)」を描築するための有川な下法で

もある。今1"1の反応凋占の結果を，特に地元住民の‘腫

見を参考に地域研究の推進の方法，地域肢のｲl§りノjな

どについての検ti､lの礎として唯かしてL、きたL，ものと

考えている。

今|"|の1又ﾙLi,il/]fiiにこ協ﾉﾉをL､ただいた来航苫，特に

地元のﾉﾉ“こ深ii*し上げます。なお,m世写典は本

館mm忠一氏の脇ﾉﾉをいただいた。
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